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第　　　　　　号工事番号

図面番号 葉中

施    行

箇    所

路  線

河  川
名

平　　川　　市

吹 上 本 町 線

平川市柏木町東田　地内

【枇杷田橋】

現橋一般図

1

現 橋 一 般 図

基 礎 形 式

対策地域外塩 害 対 策

支 承

伸 縮 装 置

防 護 柵

下部工形式

側 面 図
S=1：50（A1版）

A1 A2

10 10

橋長　12340

桁長　12320

平 面 図

エラスタイト

エラスタイト

至 本町 至 吹上

至 吹上至 本町

F M

笠木付きガードレール　H=0.930m

枇杷田川

笠木付きガードレール

水管橋(平川市)

450 450

断 面 図

枇
杷
田
川

図 示縮尺

HPΦ800

調整コンクリート

アスファルト舗装 t=3cm

コンクリート舗装 t=5cm

車道8.100m＋地覆幅0.450m×2=9.000m

θ=74°

※起点：本町側

不明

橋 梁 諸 元

橋 格

斜 角

全 幅

有 効 幅 員

桁 長

橋 長

竣 工 年 月

架 橋 条 件

路 線 名

上部工形式

吹上本町線

枇杷田川 （管理者：青森県）

昭和49年1月(1974年) -- 橋齢約50年

BL=12.340m

GL=12.320m

PCI桁

橋 面 舗 装
アスファルト舗装 t=3cm(オーバーレイ)

コンクリート舗装 t=5cm

NTT

10
0

8.100m

水管橋

NTT

F

A1 A2

M

逆T式橋台

直接基礎

11

S=1：100（A3版）

S=1：50（A1版）
S=1：100（A3版）

S=1：50（A1版）

S=1：100（A3版）

令和7年度　枇杷田橋橋梁補修工事
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平　　川　　市

吹 上 本 町 線

平川市柏木町東田　地内

【枇杷田橋】

側 面 図

A1 A2

10 10

橋長　12340

桁長　12320

平 面 図

至 吹上至 本町

F M

枇杷田川

水管橋(平川市)

450 450

断 面 図

枇
杷
田
川

図 示縮尺

2

補修計画一般図

補修計画一般図

塗膜系

（PCI桁）
ポリマーセメントモルタル

排水装置 排水管補修工 排水管取替 横抜き縦排水管

床版防水工

表面処理工
表面処理工

表面処理工

断面修復工

断面修復工

表面処理工

床版：床版防水工

（伸縮装置一体型）

防護柵：車両防護柵設置工

床版：床版防水工
（伸縮装置一体型） （伸縮装置一体型）

HPΦ800

橋面舗装：舗装復旧工 t=5cm

橋面舗装：舗装復旧工 t=5cm

床版防水一体型〔AOS工法〕

備　考

伸縮装置補修工

車両防護柵設置工防護柵工

親 柱

補修計画一覧表

対 策 工 法補 修 対 策部　材　名

地 覆

防護柵取替

伸縮装置 シート貼ジョイント

改質アスファルト舗装復旧工橋面舗装
床版防水一体型〔AOS工法〕

上

部

工

至 本町 至 吹上

床版防水一体型〔AOS工法〕

（床版防水一体型）

（床版防水一体型）

断面修復工

表面処理工

表面処理工
親柱：断面修復工

親柱：断面修復工
表面処理工

断面修復工

断面修復工

表面処理工

表面処理工

左官工法

左官工法

表面含浸工

表面含浸工
ポリマーセメントモルタル

t=5cm

表面含浸工表面処理工

ハイブリッド型高分子系

ハイブリッド型高分子系

下
部
工

橋　　台
ハイブリッド型高分子系

ひび割れ補修工 低圧注入工法

ポリマーセメントモルタル
表面含浸工
左官工法

表面保護工
断面修復工

充填工法

充填工法

鉄筋コンクリート(24N-12-25)

鉄筋コンクリート(24N-12-25)

（床版防水一体型）

地覆部立上工

NTT

水管橋

NTT

1:
1.
5

1:
0.
5

1:1.5

1:0.5

▽H.W.L

河川定規断面

Q=24.36m3/s(10年確率)

I=1/600

F

A1 A2

M

11

表面処理工

打替工

主 桁

シラン系

2000

1725

4800

地覆部立上工

伸縮装置：伸縮装置補修工

親柱：断面修復工

地覆：打替工 主桁：表面処理工

防護柵：車両防護柵設置工

伸縮装置：伸縮装置補修工

下部工：断面修復工

下部工：ひび割れ補修工

桁長　12320 1010

橋長　12340

500

排水管：排水管補修工

地覆：打替工

伸縮装置：伸縮装置補修工

地覆部立上工

主桁：表面処理工

防護柵：車両防護柵設置工

床版：床版防水工

主桁：表面処理工

橋面舗装：舗装復旧工 t=5cm

地覆：打替工

750

1725

2000

750 500

S=1：50（A1版）

S=1：100（A3版）

S=1：50（A1版）

S=1：100（A3版）

S=1：50（A1版）

S=1：100（A3版）

S=1：50（A1版）

S=1：100（A3版）

令和7年度　枇杷田橋橋梁補修工事



1000132913291000
350 350

3@2000=6000

高欄兼用車両防護柵長　11358 5050

レベル用(支柱勾配)

35013291329350
1000 1000

3@2000=6000

高欄兼用車両防護柵長　11358 5050

レベル用(支柱勾配)

832.5 829.5
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第　　　　　　号工事番号

図面番号 葉中

施    行

箇    所

路  線

河  川
名

平　　川　　市

吹 上 本 町 線

平川市柏木町東田　地内

【枇杷田橋】

図 示縮尺

防護柵補修工詳細図

防護柵補修工詳細図

3

A1 F M A2

A A

車道側

注記

4.記入寸法確認の事。
3.親柱との取合確認のこと
2.図中 ○ 印は支柱取付位置を示し、＋ 印は横梁継手部を示す。
1.記入寸法はアンカーセンター押さえとし、実長で示す。

至 吹上

平　面　図
S=1:100（A1版）

至 本町

11

高欄兼用車両防護柵長 （レベル用） 22M716

絶縁ブッシュ付
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端部張り出し部は

M4×20(なべ)
ボトムレールC

バラスター

M4×16(トラス) ボトムレールB

ボトムレールA

100

40

55

1
2

30

3
71

A6061S-T6

トップレール
楕円 100×50×3

L=120
A6061S-T6
板ナット

M12×30

W1,SW1
A2-70 SUS

甲丸ボルト

W1,N1,SW1
A2-50 SUS

M16×50（六角）

M16×70（六角）

W1,N1,SW1
A2-50 SUS

AC7A相当
支柱

絶縁ブッシュ付

M20×220

N1,φ56W1,SW1

アンカーボルト

M20×260

絶縁ブッシュ付
溶融亜鉛メッキ処理
3-ナットはS45C（H）
N3,φ56W1,SW1
SCM435

アンカーボルト

アンカーセンター

1
0°

強度区分 4.6以上

溶融亜鉛メッキ処理

A

A
BB

注記

1. 表面仕様
主要横梁、下段横梁、主要スリーブ、下段スリーブ他、形材部品はアルマイト処理とし、
支柱は塗装処理、ボルト（アンカーを除く）はステンカラー、シルバー及びダークグレー色の時を除き着色処理とし、
色調は別途打合せとする。

2. 本防護柵の設計・製作仕様は、（社）日本アルミニウム協会　土木製品開発委員会作成
「アルミニウム合金製橋梁用防護柵設計要領」（平成30年6月）、
「アルミニウム合金製橋梁用防護柵製作・施工要領」（平成27年3月）による。

3. 本防護柵の支柱は、レベル用を示し、0～2.5%勾配に使用とする。
4. ボルト・ビス類のSUS材は、塩害対策処理とする。
5. 絶縁ブッシュの色調は黒色とする。

コンクリート強度 σck=24N/mm2

溶融亜鉛メッキ処理
SS 400
100×100×t12
アンカープレート

アルミ合金鋳物
（トップレール用）

アルミ合金鋳物
（主要横梁用）

アルミ合金鋳物
（下段横梁用）
エンドキャップ

エンドキャップ

エンドキャップ

A6061S-T6A6061S-T6
主要スリーブ下段スリーブ

A6061S-T6
トップレールスリーブ

車道側

S=1:6（A1版） 継手部 端　部

断面B-B

種別 C種

車両用防護柵取付詳細図
主要横梁
楕円 170×85×3.5
A6061S-T6

車道側

下段横梁
楕円 99×69×4
A6061S-T6

A6063S-T5

SUS
W1,SW1

A2-50 SUS
N1,W2,SW1

ボトムレールA

C

C

DD

断面A-A

甲丸ボルト

A2-70 SUS
W1,SW1

M16×35

M12×30

W1,SW1
A2-70 SUS

甲丸ボルト

M12×22（六角）

W1,SW1
A2-70 SUS

M16×35

A6063S-T5

A6063S-T5

SUS

A6063S-T5

SUS

断面C-C

断面D-D

N1,W2,SW1
SUS

N1,W1,SW1
M6x35（なべ）

A6061S-T6

張出固定ブラケット

A2-50 SUS
M16×40（六角）

L100×55×7

高欄兼用

10
320

50350 1000 1329 2000 1000 35050

832.510 832.5 10

17511@150=1650175

7469

主要横梁センター押さえ

A2MA1 F

アンカーセンター押さえ

A - A

姿　図

35050

2
77

.
5 17

2
.
5

10 832.5

4
5
0

25

トップレール

主要横梁

ア部

平面詳細図
S=1：10（A1版）

アンカーナット締め付け部
S=1:3

六角ナット M20

絶縁ブッシュ

特寸ワッシャー

M20用スプリングワッシャーナット材質：S45C（H）
溶融亜鉛メッキ処理

外径φ56

溶融亜鉛メッキ処理

外径56×内径23×t6
S45C（H）
溶融亜鉛メッキ処理

15
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16525035

659590
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12045110

37
5

3
30
.5

1
18
.5

26

ボトムシート

M5×16(十字穴付き)

M10×40（六角）

9
0

3
2

3
69

33
14
0

S=1:100（A3版）

S=1:30（A1版）
S=1:60（A3版）

S=1:12（A3版）

S=1：20（A3版）
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地覆打替え工
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第　　　　　　号工事番号

図面番号 葉中
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箇    所

路  線

河  川
名

平　　川　　市

吹 上 本 町 線

平川市柏木町東田　地内

【枇杷田橋】

図 示縮尺

地覆補修工詳細図

地覆補修工詳細図

側 面 図

A1 A2

10 10

橋長　12340

桁長　12320

平 面 図

至 吹上至 本町

F M

枇
杷
田
川

至 本町 至 吹上

(24N-12-25)

(24N-12-25)

表面処理工詳細図

5.施工時は周囲に飛散しないよう、作業完了後(24時間)は降雨に
　さらされないよう養生を行う。

4.塗布面の乾燥状態を確認した上で、ローラーハケまたは　噴霧機にて含浸させる。
3.ジャンカ部等は表面を平滑後塗布する。

1.既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。
2.断面欠損部や脆弱部等は断面修復工を行う。

既設コンクリート

【表面処理工 留意事項】

4

M

A2A1

F

11

（シラン系）

表面処理工（シラン系）

ひび割れ誘発目地

100250100

1
00

450

94

25
0

面取り 20mm程度

50

補強鉄筋 D13 L=825

既設鉄筋(想定)

既設鉄筋(想定)

取壊し範囲

コンクリート(24N-12-25)

140

4
50

水切り材

1
80

8
0

25
0

7
70

52
0

取壊し断面図
S=1:10（A1版）

復旧断面図

(膨張材 30kg/m3)

1.設置は、側面および天端とする。

【ひび割れ誘発目地  留意事項】

100 250 100

450

@250mm

※防護柵支柱部は、アンカープレートの除去まで
　行うため、上図「黒着色斜線」部の取壊しも行う。
　V=0.250×0.080×0.300=0.01m3/箇所

※鉄筋被りは50mm(想定)とした。
　施工時被りを計測し鉄筋長等を決定すること。

ひび割れ誘発目地・クロス筋設置図

　露出した既設鉄筋は防錆処理を行うこと。

3
904
90

50水切り材

弾性接着材

材質：軟質PVC

S=1:5（A1版）

水切り材詳細図

地　覆

下フランジ

PC桁

25

1
5

弾性接着材

材質：軟質PVC

(断面図)

【水切り材 留意事項】

1.既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。
2.下地処理の際、断面欠損部や脆弱部はポリマーセメントモルタルにて
　断面修復を行い豆板はモルタル左官にて充填し、平滑面を確保する。
3.接着面の乾燥状態を確認した上で、施工を行う。
4.図中詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

S=1:2

水切り材詳細図

30 30

30

50 50

6160 6160

S=1：50（A1版）

S=1：100（A3版）

S=1：50（A1版）

S=1：100（A3版）

S=1:20（A3版）
S=1:10（A1版）
S=1:20（A3版）

S=1:10（A1版）
S=1:20（A3版） S=1:10（A3版）

既設鉄筋切断

令和7年度　枇杷田橋橋梁補修工事



45@250=11250 410660
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第　　　　　　号工事番号

図面番号 葉中

施    行

箇    所

路  線

河  川
名

平　　川　　市

吹 上 本 町 線

平川市柏木町東田　地内

【枇杷田橋】

図 示縮尺

地覆配筋図(参考図)

地覆配筋図(参考図)

5

125

81

21

98

1橋当り

4

2

21

0.83

0.64

5.47

5.44

4

830

640

5500

5470

記 号 径 本 数
長  さ

(mm)

単位質量

(kg/m)

一本当り質量

(kg/本)

質  量

(kg)

1 D13 0.995

0.995D13

0.995D13

0.995D13

合計

鉄筋質量表

2

3

4

4

備　考

kg

S=1:30（A1版）

上流配置平面図

4 3 D13D131 2 D13D13

下流配置平面図

A1側 A2側

A2側A1側

410 45@250=11250

12320

660

3 D13 D132 D134 1 D13

1 D13 - 4 × 55002

3 4D13 - 4 × 640

D13 - 4 × 5470

鉄筋加工図

11

D13 - 98 × 830

2
45

337

2
45

25
0

面取り 20mm程度

50

補強鉄筋 D13 L=830

既設鉄筋(想定)

コンクリート(24N-12-25)

140水切り材

25
0

8
0

7
70

52
0

既設鉄筋と連結

　施工時被りを計測し鉄筋長等を決定すること。
※鉄筋被りは50mm(想定)とした。

S=1:10（A1版）

復旧断面図

100 250 100

450

@250mm

　適宜位置を変更すること。(要協議)

※既設鉄筋ピッチが不明のため標準ピッチ(@250mm)で計画した。
　新設構造物に支障がある場合は、樹脂アンカー等を用いる等

(膨張材 30kg/m3)

　露出した既設鉄筋は状態に応じて防錆処理を行うこと。

L=0.85m

（SD345）D13

5 D13 - 2 × 2800

57305470

5470 5500

640

410（定着長）

※定着長480㎜（エポキシ樹脂塗装すること）

480（定着長）

480

440

480

480

5 D13

5 D13

54705730

52 2.792800 0.995D135 エポキシ樹脂塗装

5合計 kg（SD345）D13　エポキシ樹脂塗装

S=1:60（A3版）

S=1:30（A1版）
S=1:60（A3版）

S=1:20（A3版）

令和7年度　枇杷田橋橋梁補修工事



(※注記7.) 12320 (※注記7.)

45
0

81
00

45
0

90
00

伸
縮
装
置
工
 8

42
6

伸
縮
装
置
工
 8
42
6

100
200

300

100100

300 300橋面防水工

150

100200

300

(
※
注
記
8.
)

2
0

塗膜系床版防水材

20

保護骨材（硅砂4号）

プライマー（シリコーン系）

常温型塗膜防水

常温型塗膜防水

床版断面修正

バックアップ材伸縮材

プライマー

伸縮分散シート

保護骨材

(※注記1.) (※注記1.)

橋面防水層

端部処理（成形目地材）

導水パイプ(樹脂製)

導水パイプ(樹脂製)

舗装切断工

舗装切断工

橋面防水工　12133

区画線(W=150mm)

区画線(W=150mm)

⑤再生密粒度As(13F)　t=5cm

青　　森　　県

第　　　　　　号工事番号

図面番号 葉中

施    行

箇    所

路  線

河  川
名

平　　川　　市

吹 上 本 町 線

平川市柏木町東田　地内

【枇杷田橋】

図 示縮尺

床版防水補修工詳細図

床版防水補修工詳細図

伸縮装置及び床版防水の一体化工法

伸縮装置及び床版防水の一体化工法詳細図

(打継) (打継)

伸縮装置工伸縮装置工

一体化構造図（側面図）

アスファルト舗装

A2A1
※注記
1.打継は伸縮装置を下にすること

一体化構造図詳細

橋面防水工

伸縮装置工

記号 名称 ※ 注 記 ※

伸縮材は常温型塗膜防水と一体化する同系材料。
伸縮装置工の範囲（W＝300）は常温型塗膜防水材を使用
すること

橋面防水には、塗膜系床版防水材（アスファルト加熱型）
或いは、常温型塗膜防水材のみ使用可能

伸縮装置工断面図

アスファルト舗装

(※注記10.)

A2A1

(※注記6.)

【パラペット】 【床版】

（アスファルト加熱型）

(※注記7.)

kg

kg
m
m

1.00

数 量

0.058
1.10
0.55

単 位 備　考

kg 0.45

kg 0.16

材　質

※常温型塗膜防水材は伸縮装置と一体化する同系材料。

硬化剤：ウレタン樹脂化合物
主  剤：ゴムアスファルト乳剤

常温型塗膜防水材

保護骨材

※伸縮材は常温型塗膜防水と一体化する同系材料。

バックアップ材 汎用ウレタンフォーム
伸縮分散シート アスファルトメッシュシート
プライマー シリコーン系化合物

硬化剤：ウレタン樹脂化合物

伸縮装置工材料表　＜補修＞

主  剤：ゴムアスファルト乳剤
伸縮材

名　称

ﾛｽ25%含む

ﾛｽ20%含む
ﾛｽ10%含む
ﾛｽ10%含む

ﾛｽ25%含む

ﾛｽ10%含む

一体化

伸縮追従性
±10mm繰り返しで剥離・破損がないこと

6000回
15回

遊間部止水層が床版防水層と一体化した伸縮装置として機能すること

±4mm繰り返しで剥離・破損がないこと

3.伸縮剤は、現場条件への対応性が良好なことから、ウレタン系ゴムアスファルト乳剤を選定している

1.伸縮装置工の数量は、調査結果を元に算出している。施工に際しては現場状況に合わせて適宜変更のこと

2.伸縮性及び止水性を有する処理を目的とするため、伸縮性を確認できる材料を選定のこと

　下記に参考仕様を示す

4.伸縮剤との一体化のため、常温型塗膜防水の材料にはウレタン系ゴムアスファルト乳剤を必ず使用すること

6.設置面（W＝200）の遊間両端のレベル差は0に不陸修正すること

7.既設遊間幅が適用範囲外の場合は、適用範囲まで遊間幅を調整すること ※適用範囲：20㎜-10,+4mm

8.断面図の厚み(t)は視認性を優先し、正確な数値(t)を表さないことに注意すること

9.W＝300に使用する防水材は、常温型塗膜系防水材を指定とする

10.打継は伸縮装置を下にすること、

※注記

打継部の常温型塗膜防水の上面（打継面）は保護骨材およびプライマーは塗布しないこと。

施工完了

（アスファルト舗設）

橋面防水完了

橋面防水の施工

伸縮装置設置完了

保護骨材の散布

常温型塗膜防水材の塗布

常温型塗膜防水材の混合

伸縮分散シートの貼り付け

目地充填・床版面塗布
伸縮材の

伸縮材の混合

プライマーの塗布

バックアップ材の挿入

床版・遊間部の清掃

既設目地撤去

床版断面修正

施工フロー図

（舗装切削）

名　称

塗膜系床版防水材（アスファルト加熱型）

プライマー

材　質 数 量単 位 備　考

保護骨材

名　称

常温型塗膜防水材
主  剤：ゴムアスファルト乳剤

常温型塗膜防水材

硬化剤：ウレタン樹脂化合物

シリコーン系化合物プライマー

材　質

保護骨材

橋面防水工材料表＜補修＞

当該製品の仕様に従うこと
防水材

種　類

常温型塗膜防水 可（推奨）
塗膜系床版防水材（アスファルト加熱型）
シート系防水
塗膜系ゴム溶剤型

適　応

塗膜系反応樹脂型

可
不可
不可
不可

防水材適用表

※上記に記載の無い防水材は適用不可。

橋面防水工詳細図

0.77kg

備　考単 位

0.18

数 量

1.50

kg

kg

常温型塗膜防水層構成図

※施工前、各工種とも現地詳細調査を実施し施工寸法及び数量を確定すること。

※区画線は現況合わせとする。

12.133×8.100

至 本町

伸縮装置工

至 吹上

枇
杷
田
川

S=1:100（A1版）

平 面 図

A1 A2

74°

16.8528.426+8.426

98.28

記号 名称 計算式 単位 数量

L=10.3m(φ15mm)

L=10.3m(φ15mm)

L=9.5m

L=9.5m

L=14.4m

L=14.4ｍ

すりつけ部

W=0.50m

W=0.50m

土工部
⑤再生密粒度As(13F)　t=5cm

1m当たり

1m2当たり

1m2当たり

硅砂4号

※バックアップ材は2m/本を適宜切断して4mの施工に使用する。

珪砂4号

ﾛｽ25%含む

ﾛｽ20%含む
ﾛｽ10%含む

m

m2橋面防水工

5.床版断面修正の適用範囲はw200,t=30㎜までとする

6

※注記
橋面防水層の端部処理は別途排水計画に基づき設計した排水資材
を選定しその配置を定めること。

防水層端部処理

11

既設As舗装切削 t=3cm

既設橋面Co舗装切削 t=2cm

復旧工：⑤密粒度As(13F)改質Ⅱ型　t=5cm

S=1:20（A1版）

舗装断面図

導水パイプ(樹脂製)φ20mm

ｱｽﾌｧﾙﾄ切削　t＝3cm　W＝30cm

ｱｽﾌｧﾙﾄ切削　t＝3cm W＝30cm

アスファルト舗装

導水パイプ(樹脂製)φ15mm

S=1:200（A3版）

S=1:40（A3版）

令和7年度　枇杷田橋橋梁補修工事
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20

708950

209

1
43 5

435

6375

435

5
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2
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0

308925
25 1030

4-φ14孔(バンド側)

5050

50
1
00

50

2
00

100

716

6
0

14
4

60

2

26
4

77

5050

30
13
2

30
36

36
26
4

100

105

14.5

12
5 1
4.
5

6
3 44 0

105 220

100

400

70

2-ストッパーt=6.0mm

点検蓋

2-水抜き孔

4-M10タップ孔

91.1ﾟ

105ﾟ

105ﾟ

30
0

6
0

1
07

45
ﾟ

3
4

□125×70 t=2.0mm

2-水抜き孔

□125×40 t=2.0mm

桝本体t=6.0mm

目皿

4-M10×20低頭ボルト

チェーン取付
点検蓋

2-14×30長孔(PL側)

2-14×30長孔
内側EPDM貼付(t=3.0)

2-14×30長孔

内側EPDM貼付(t=3.0)

TS-T1

TSDR-MT-2

TS-T2

TSDR-MT-1

12
5

1
5

100

15
4-φ20座ぐり

目皿t=6.0mm

φ14

12
515

105

15

30
0

3
4

2-ストッパーt=6.0mm

点検蓋

2-水抜き孔

4-M10タップ孔

6 3
4

4
0

105220

100

590

91
.1
ﾟ

40
30 4

120

80

65

30

72

12
7

65

桝本体t=6.0mm

4-M10×20低頭ボルト

70

チェーン取付

2-PL65×4×40

蓋 1-PL127×4×72

取手 1-PL30×4×132

□125×70 t=2.0mm

□125×40 t=2.0mm

2-水抜き孔

目皿

点検蓋チェーン取付
導水パイプ

導水パイプ

青　　森　　県

第　　　　　　号工事番号

図面番号 葉中

施    行

箇    所

路  線

河  川
名

平　　川　　市

吹 上 本 町 線

平川市柏木町東田　地内

【枇杷田橋】

図 示縮尺

排水装置補修工詳細図

排水装置補修工詳細図

(参考図：TSステンレス排水装置)

製作数=1

地覆部貫通型　角管仕様

TSステンレス排水桝詳細図

A - A

AA

断 面 図

NTT

1-EPDM 100×3×260
2-アンカーボルトM12×100
1-PL 100×6×406

2-PL 100×6×335
1-PL 100×6×375
1-PL 100×6×200
4-BN M12×45
2-アンカーボルト M12×100
2-EPDM 100×3×190

枇杷田川

取付金具詳細図
TS-T1

製作数=1 製作数=1

取付金具詳細図
TS-T2

TSDR-MT-1

目皿詳細図
(共通)

4-φ14孔

TSステンレス排水桝詳細図
地覆部貫通型　角管仕様

製作数=1
TSDR-MT-2

B - B

B B

(共通)

点検蓋詳細図

S=1:10（A1版）

7

4.地覆鉄筋に干渉する場合は、協議後設置位置を決定する。
5.現地調査にて寸法確定後製作する。

注）1.特記なき材質はすべてSUS304とする。

3.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し
2.排水装置はTSステンレス排水装置に準ずる。

耐食性向上の措置を講じる。

11

▽計画H.W.L

▽余裕高

45ﾟ

60
0

5
7

9
40

64
0

47
3

9
40

47
3

9
40

9
40

6
40

1550 1450

15501450

TSDR-MT-2TSDR-MT-2

TSDR-MT-1TSDR-MT-1

枇杷田川

平 面 図
S=1:100

A1 A2

450

414

3
60

450

S=1:20（A3版）
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320

9000

8100

11
0

74ﾟ

8720

桁長　12320 1010

橋長　12340

主桁表面処理工　11320

主桁表面処理工　11320
主桁表面処理工

500500

11
0

コンクリート下地処理

既設鉄筋(PC鋼)

断面修復工劣化コンクリートはつり

800 断面修復工

青　　森　　県

第　　　　　　号工事番号

図面番号 葉中

施    行

箇    所

路  線

河  川
名

平　　川　　市

吹 上 本 町 線

平川市柏木町東田　地内

【枇杷田橋】

図 示縮尺

主桁補修工詳細図

主桁補修工詳細図

側 面 図

10 10

橋長　12340

平 面 図

至 吹上至 本町

枇杷田川

水管橋(平川市)

450 450

断 面 図

至 本町 至 吹上

S=1:50（A1版）

MF

A2A1

桁長　12320

枇
杷
田
川

2.断面欠損部や脆弱部等は断面修復工を行う。
3.ジャンカ部等は表面を平滑後塗布する。

既
設
コ
ン
ク
リ
ー
ト

表面処理工詳細図

4.塗布面の乾燥状態を確認した上で、ローラーハケまたは　噴霧機にて含浸させる。

　さらされないよう養生を行う。
5.施工時は周囲に飛散しないよう、作業完了後(24時間)は降雨に

1.既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。

高分子系

表面処理工（高分子系）

【表面処理工 留意事項】

【断面修復工 留意事項】

平
均
深
さ

(プライマー塗布）

ポリマーセメントモルタル

1.図中、詳細寸法等は現地検測のうえ決定すること。
2.はつり処理にあたり既設面との境界部がフェザーエッジにならないよう
  ディスクカッターで10～20mm程度の切込みを入れる。

4.表記以外の損傷箇所が確認された場合は、補修範囲について協議を行う。
3.劣化部をはつった際、既設鉄筋が見られた場合は、確実に防錆処理を行う。

断面修復工詳細図

800×320

NTT

20

(鉄筋防錆処理　無)

8

M

A2A1

F

11

8
72
0

桁　N=26

カッター目地
カッター目地

S=1:100（A3版）

令和7年度　枇杷田橋橋梁補修工事



9250

2
00

9250

エポキシ樹脂系注入材

注入器(低圧低速式)

シール工

ひび割れ

取付けパイプ

コンクリート下地処理

既設鉄筋

断面修復工

劣化コンクリートはつり

表面処理工塗布面積

表面処理工塗布面積

断面修復工 250×200×t50

5025
0

30
0

412

412

9250

412

200

30
0

30
0

200

450450

450450

30
0

200200

30
0

412412

412

地覆部立上コンクリート 地覆部立上コンクリート

地覆部立上コンクリート地覆部立上コンクリート

青　　森　　県

第　　　　　　号工事番号

図面番号 葉中

施    行

箇    所

路  線

河  川
名

平　　川　　市

吹 上 本 町 線

平川市柏木町東田　地内

【枇杷田橋】

図 示縮尺下部工補修工詳細図

Ac0101

枇杷田川

枇杷田川

側面図(上流)側面図(下流) 正 面 図

枇杷田川

L0.60
C0.30

L1.20
C0.30

L0.80

L1.20
C0.25 L0.90

C0.25
C0.20
L0.70

C0.20

Ac0102

枇杷田川

側面図(下流)側面図(上流) 正 面 図

A 1 橋 台

A 2 橋 台

2. 表記以外の損傷箇所が確認された場合は、補修について協議を行い判定する。
1. 図中、詳細寸法等は現地検測のうえ決定すること。

ひび割れ注入工詳細図

注入器設置間隔
25cm程度

取付けパイプ

幅5cm×t3mm
シール工

番号 延長 番号 延長

1.20

延長番号

C0.2

【ひび割れ注入工 留意事項】

C0.3 C0.25

ひび割れ

ゴム注入式

幅5cm×t3mm

2

3

4

5

6
7

1

C0.20
L0.40

1 0.40

4 0.80

7 0.70

計 1.90

5

6

計

0.90

2.10

1.20

計

2

3

0.60

1.80

既設コンクリート

【表面処理工 留意事項】

2.断面欠損部や脆弱部等は断面修復工を行う。
1.既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。

3.ジャンカ部等は表面を平滑後塗布する。
4.塗布面の乾燥状態を確認した上で、ローラーハケまたは　噴霧機にて含浸させる。

　さらされないよう養生を行う。
5.施工時は周囲に飛散しないよう、作業完了後(24時間)は降雨に
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ポリマーセメントモルタル
(プライマー塗布）

(鉄筋防錆処理　無)

3.劣化部をはつった際、既設鉄筋が見られた場合は、確実に防錆処理を行う。
4.表記以外の損傷箇所が確認された場合は、補修範囲について協議を行う。

  ディスクカッターで10～20mm程度の切込みを入れる。
2.はつり処理にあたり既設面との境界部がフェザーエッジにならないよう
1.図中、詳細寸法等は現地検測のうえ決定すること。

断面修復工詳細図

表面処理工詳細図
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【断面修復工 留意事項】
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5.施工時は周囲に飛散しないよう、作業完了後(24時間)は降雨に
　さらされないよう養生を行う。

4.塗布面の乾燥状態を確認した上で、ローラーハケまたは　噴霧機にて含浸させる。
3.ジャンカ部等は表面を平滑後塗布する。

1.既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。
2.断面欠損部や脆弱部等は断面修復工を行う。

【表面処理工 留意事項】
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【断面修復工 留意事項】

1.図中、詳細寸法等は現地検測のうえ決定すること。
2.はつり処理にあたり既設面との境界部がフェザーエッジにならないよう
  ディスクカッターで10～20mm程度の切込みを入れる。

4.表記以外の損傷箇所が確認された場合は、補修範囲について協議を行う。
3.劣化部をはつった際、既設鉄筋が見られた場合は、確実に防錆処理を行う。

(鉄筋防錆処理　無)
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